
シートベルト着用率の状況（平成２１年）

シートベルトの着用率は、前年調査に比べて全般に増加していますが、

後部座席同乗者の着用率は、一般道で３３．５％（前年比＋２．７ポイント）、

高速道等で６３．４％（同＋０．９ポイント）で、運転者、助手席同乗者に比べ

低い状態でした。後部座席を含めシートベルトの着用を徹底しましょう。

（１） 一般道（全国７７９箇所）

区 分 調査対象者数 着用者数 着用率（前年比)

運 転 者 303,078 292,767 96.6％（＋0.7pt）

助 手 席 同 乗 者 57,139 51,861 90.8％（＋1.6pt）

後部座席同乗者 55,563 18,599 33.5％（＋2.7pt）

（２） 高速道等の着用状況（全国１０４箇所）

区 分 調査対象者数 着用者数 着用率（前年比）

運 転 者 55,276 54,839 99.2％（＋0.2pt）

助 手 席 同 乗 者 20,202 19,585 96.9％（＋0.5pt）

後部座席同乗者 13,470 8,536 63.4％（＋0.9pt）

※ 警察庁と社団法人日本自動車連盟（ＪＡＦ）が平成２１年１０月１日から１４日

までの間に合同で実施したシートベルト着用状況全国調査結果

戻 る


